
「がんこちゃんとオオカミ」

1. 本時のねらい

温かい心で親切にすることの大切さについて考え、身近な人に対して相手のことを考えな
がら、優しく接しようとする心情を育てる。

1. 「がんこちゃんとオオカミ」を視聴して話し合う。

発問① 「友達と一緒に遊ぼうと話しているとき、がんこはどんな気持ちだったでしょうか。」

発問⑤ 「誰かのために、親切にしてあげたことはありますか。」

２. 自分の経験を振り返る。

・楽しみだ。
・早く遊びたい。

・友達と遊ぶことを楽しみにしている気持ちを押さ
える。

2. 本時の展開
学習活動 指導上の留意点

・本当は友達と遊びたい。
・どうしよう。
・採ってきてあげたい。

・がんこに共感させ、多様な感じ方・考え方を引
き出す。

・おばあちゃん、ごめんね。
・私はおばあちゃんの気持ちを考えていなかった。

・自分が親切にできなかったときの気持ちを、がん
こになりきって考えさせる。

発問② 「『おばあちゃんのために、モリモリキノコを採ってきて。』と言われたとき、がんこ
はどんな気持ちになったでしょうか。」

発問③ 「おばあちゃんが本当は我慢しているのだと気が付いたとき、がんこはどんな気持ち
になったでしょうか。」

・電車で席を譲ってあげた。
・重たそうな荷物を持ってあげた。

・おばあちゃんや家族のことに限らず、親切につい
て広く考えさせる。

発問④ 「『おばあちゃん、待っててね！』とモリモリキノコを探し始めたとき、がんこはどん
な気持ちだったでしょうか。」

・おばあちゃんのために、採ってあげたい。
・おばあちゃんの喜ぶ顔が見たい。

・進んで親切にしようとするときの気持ちを、がん
こになりきって考えさせる。


